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  ①この論文の問題提起の根拠となる現地の日本語教育の状況についてもっと情報 
やデータを載せたほうがよい。 




















  最終試験は、2013年 7月 16日に学位論文審査委員会に引き続いて実施された。最初に 
 著者である芦暁博氏に対して本論文について説明を求めた後、質疑応答を行った。 
 
以上の論文審査および最終試験の結果から、本論文については以下のような評価がなさ
れ、全員一致で、本論文が学位論文［博士（国際学）］の用件を満たしているとの結論に達 
した。 
 
・予備論文審査において改善、追加の要求があった事項が格段に改善されていることが
確認できる 
・本論文は、日本語教育における聴解学習ビリーフ、および学習ストラテジーのビリー
フに関する初の研究論文であり、特に中国で今後の聴解指導を考えるにあたって、学
習者の側に立つ研究として先鞭となる意義のある研究論文であると言える。 
・第１章と第２章では第二言語教育、日本語教育におけるビリーフとストラテジーに関 
わる先行研究が丁寧に検証・整理され、第３章では中国の日本語教育の展開状況、聴解 
教育の状況が、国レベルのカリキュラム、教科書、教師について具体例を挙げて詳述さ 
れている。そのため、本論文の中心となる第４章以降の内容がより深く理解することが 
でき、学位論文として厚みが加わり、整った構成になっている。 
 
 なお、本論文についての問題点および今後の課題として以下の事柄が挙げられた。 
 
 ・因子分析結果についての考察は予備論文より改善されたが、まだ不十分な点があり、 
結論付けの根拠などもう少し丁寧な説明が欲しかった。 
 ・本論文では肯定的なビリーフが取り上げられているが、今後の研究では否定的なもの 
も取り上げてほしい。 
 ・最後のまとめは調査結果だけでなく、先行研究も併せてまとめたほうがよかった。 
 ・専門用語についての解説は予備論文よりずっと加筆され、全体に改善されたが、「標準 
偏差」については、途中で突然出現しているので、最初の方で言及すべきだった。 
 ・アンケート調査結果と因子分析結果に関する考察の記述がわかりにくいため、結論が 
トーンダウンしている箇所があるのは残念である。 
 
２．審査結果 
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